
 

 

連携した取組み 

側面的な支援及び

情報の提供など 
 

海洋ごみ対応のための“全国版プラットフォーム”の想定図 (案) 

「第３回きれいな海辺アクトフォーラム」における提案 その２ 

 

＜基本的な考え方＞ 海岸漂着ごみを含め、海洋ごみ全般にわたる問題の解決（改善）に関わる全国規模の多様な主体

（ＮＧＯ、関係機関・団体、学会、関係省庁など）で構成される、海洋環境の保全及び海洋環境

への負荷の低減を目指し、協議（情報交換を含む）しながら連携した取組みを図っていく“場”。 

【多様な主体による連携体制の構築】 

Ｎ Ｇ Ｏ； 全国規模、北東アジア地域を活動

領域としている団体 
 

関係機関； 地方団体、生産及び物流業界団 

       体、水産業・農業団体、商工会等 

 

学  会； 関係する研究機関及び学会など 

 

行  政； 関係省庁、地方公共団体 

 

 

【事務局の設置】 

行政及びＮＧＯなど 

による協働運営 

 

※地方・地域プラットフォーム設置支援プログラム（仮称）を策定

し、順次可能な海岸域より“地方・地域プラットフォーム”の設

置を支援 

 

 

 
 

法・制度の整備 

総合的な発生抑制策の検討 

回収手法ノウハウ等の収集と提供 

回収・処理技術の開発と普及 

全国的な啓発事業 など 

 

 

多様な主体による取組みの調整 
海洋ごみ問題に関わる情報の共有 
UNEP・NOWPAP との連携 
 

 

 地方・地域版プラットフォーム 

役 

割 

設置支援プログラムの策定 

課題；継続的運営のための財源の確保 


